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他の研究機関および
各施設の研究責任者

該当なし

植田　芳樹

　当院は下記の研究を実施しています。この研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報等を

研究目的に利用または提供することを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。

（ ）真生会富山病院アイセンター

備考

研究の方法（使用する情報）
・患者背景：性別、年齢、合併症、現病歴、前治療を調べます。
・手術内容（手術の成否、術中合併症、追加手術の有無）を調べます。
・手術の成功不成功は術当日に判断し、術後合併症については、術２週間後に判断します。

試料／情報の他機関への提供 該当なし

個人情報の取り扱い
使用する情報から氏名や住所等の対象者を直接特定できる個人情報は削除いたします。 ま
た、研究成果は論文報告を予定していますが、その際も対象者を特定できる個人情報は使用
いたしません。

本研究の資金源（利益相反） 本研究に関連し、開示すべき利益相反はありません。

相談・問い合わせ・苦情
電話：0766-52-6979

植田　芳樹

本研究の目的

先天鼻涙管閉塞症に対する開放術は、局所麻酔下で盲目的に行われることが多いですが、そ
の合併症として、間違った道を開けたり、開かなかったりなどの問題が生じ得ます。
その問題を解決するため、当院では涙道内視鏡という涙道内を観察するカメラを用いて、先天
鼻涙管閉塞開放術を施行してきました。
その結果と、安全性を検討します。

調査データの該当期間
研究実施期間：承認日から令和４年５月３１日
調査データの該当期間：平成２９年５月１日から令和４年２月７日

研究の方法（対象となる方）
①点眼麻酔下で涙道内視鏡を用いて先天性鼻涙管閉塞開放術を施行した患者さん
②年齢：問いません
②性別：問いません


